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本年の 1 月号から表紙のデザインを変え
ました。毎号異なる写真を使用するようにな
りましたが，これらの写真は，いずれも
⽝Nouvelle Iconographie de la Salpêtrière⽞（以下，
⽝Iconographie⽞）からのものです。今月号まで
の計 12 葉は美しく味わい深いだけでなく，
多くの新しい事実を私に与えてくれました。
本年を締めくくる編集後記として，今回はこ
の⽝Iconographie⽞についての覚え書きを少し
記したいと思います。
⽝Iconographie⽞は，シャルコーの指揮の下，
リシェ，ジル ド ラ トゥレット，ロンドの 3
名が中心となって 1888 年に創刊されまし
た。序文によると，その目的は⽛サルペトリ
エール病院に蓄積される多くの図像を付した
報告の活用⽜とあります。
少し話は遡りますが，実用的な写真技術と
いうのは 1830年代のパリで誕生したと言わ
れています。当初は金属板に像をそのまま定
着させており得られる写真は 1点ものでした
が，その後露光時間は短縮され，複製可能，
携帯可能となり，1880年代には連続撮影が
可能なまでに急速に進化を遂げたそうです。
この写真技術の進化は当然のごとく医学に
も影響を及ぼします。アルフレッド・ドネの
顕微鏡写真，ヒュー・ウェルチ・ダイヤモン
ドの精神病患者の写真，デュシェンヌ・ド・
ブローニュの表情の研究などが最初期の医学
への応用と言えるでしょう。さらにデュシェ
ンヌ・ド・ブローニュはサルペトリエール病
院の収容者の撮影を開始します。この試みが
シャルコーに引き継がれたことは間違いない
でしょう。
シャルコーは，サルペトリエール病院に医
長として赴任して以降，電気治療部門，顕微

鏡部門などの新しい部門を次々と開設しま
す。写真部門もその 1つで，その開設にはて
んかん患者やヒステリー患者の発作を撮影す
ることが大きな目的としてあったようです。
つまり，発作が起きてから外部の写真技師を
呼んでは間に合わず，専属の写真技師が必要
だったのです。幸運にもアンテルヌとして
やってきたルニャールが写真技術に習熟して
いたことから，彼を中心にして写真部門が動
き出します。そして写真部門の成果はブルヌ
ヴィルとルニャールによる⽝Iconographie
Photographique de la Salpêtrière⽞という三巻本
（1876～1877，1878，1879～1880年）に結実
します。
彼らが去った後，写真技師として配属され
たのが，前述のロンドです。彼はルニャール
とは異なり医師ではなく，アマチュア写真家
でした。ロンドはシャルコーの忠実な写真技
師として，観察者が逃し得る所見を余すとこ
ろなく捕捉しようと試みたそうです。そのた
めに，撮影所や現像室などの設備を整備した
り，連続撮影を可能にしたカメラを発明した
りしています。また，彼は写真技術に関する
著作も数多く残しています。ロンドが⽛視る
人（un visuel）⽜シャルコーの視覚的欲望を満
足させ，⽝Iconographie⽞の創刊に大いに寄与
し た こ と は 容 易 に 想 像 が つ き ま す。
⽝Iconographie⽞の幕引きがロンドの死から 1
年後の 1918年であるのも，偶然かもしれま
せんが，ロンドの貢献の大きさを物語ってい
るのではないでしょうか。
彼らが試行錯誤して残してくれた大いなる
遺産をもう 1年，本誌の表紙を借りて紹介し
ていきたいと思います。

（河村 満）
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